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★18：00点鐘
★駿富苑
★観月会 
　親睦活動委員会夢をかたちに
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第2060回 例会プログラム
●例　会　場／東山荘
●開 会 点 鐘／12：30 
●ロータリーソング／我等の生業
●内　　　容／ガバナー公式訪問 
　　　　　　　ガバナー・全員

10月16日の例会
次　回

会長挨拶
第13回例会
　先週は、ガバナー公式訪問前のクラブ協議会でした。ガバナー補佐兼子さ
んには、当クラブの奉仕プロジェクトに関する活動状況や、地区の目標と当
クラブの活動状況等につき、ご指導とご助言をお願い致しました。ガバナー補佐は我がクラブが
基本に忠実に、クラブ運営をしていることを高く評価してくださいました。
　先日あるところで富士山のきのこが売られていました。しょうげんじ、と言うきのこでした。
最近は他県から観光バスを連ね、富士山にきのこ狩りに来ている人たちを見かけます。きのこは
人間にとって大変興味をそそる形をしているんだと思いますが、一番きのこ好きな国民はロシア
人だそうです。秋の森にきのこ狩りに行くのを大変楽しんでいるそうです。イギリス人はその反
対できのこにあまり興味を示さないようです。これからきのこによる中毒のニュースが全国各地
から伝えられてくると思いますが、中毒を起こさないためには毒キノコを知ることだそうです。
中毒を起こす毒キノコはわずかで限られていますから、それを覚えるのが一番良いようです。　
　それと間違った見分け方も信じられているようです。・柄が縦に綺麗に裂けるきのこは食べら
れる。・地味な色のきのこは食べられる。・虫に食べられているきのこは食べられる。・ナスと
一緒に調理すれば安心だ。・干して乾燥すれば安心だ。・塩漬けにしたものを水洗いすれば安全
だ。・傘の裏がスポンジ状のきのこは食べられる。これらは何の根拠もない迷信のようなものだ
そうです。これらの一つでも食べられるきのこの基準としているような方はどうぞ気をつけてく
ださい。そして富士山の環境を保全して、これからも多くの人々にきのこ狩りを楽しんでもらい
たいものです。
　今日のプログラムは国立駿河療養所、駿河会会長の小鹿美佐雄様に療養所生活の体験談をして
いただきます。我々が知っていなくてはならなかったことも機会がなく、知らないままで今日ま
で来ましたが、今日はじめて小鹿さんよりお話しいただきます。どうぞよろしくお願いいたします。

●会員誕生日　10月14日　豊山　篤君  
●夫人誕生日　10月12日　林　準君 夫人 美千代様 
　　　　　　　10月13日　勝又敏雄君 夫人 美津代様 
●結婚記念日　10月15日　鈴木崇司君 三千代様 ご夫妻 
　　　　　　　10月15日　田代博久君 二三代様 ご夫妻 
●皆　出　席　10月４日　深沢昭三君（29年）
　　　　　　　10月４日　高村繁男君（１年）

会員慶事
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○例会日/木曜日
○例会場・事務局/ＹＭＣＡ東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会　　　長○豊山　徹也
幹　　　事○小早川豊一
会報委員長○根上　陽一
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会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

60名 57名 50名 87.72％ 100.00％

橋本喜市君・林　　準君・林　由行君・井上　元君・
神谷高義君・勝又　厚君・山崎恭夫君

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

欠席者（７名）

10
2

9
18 のメーキャップの出席報告

神谷　高義君 
根上　眞一君 
渡辺　　巌君 
梶原　一正君 
山内　強嗣君 
井上　　元君 
林　　　準君 
斎藤　　衛君 
勝又　重春君

９月24日 
９月26日 
10月１日

長 泉  
裾 野  
長 泉

渋谷　　一君 
勝又　　厚君 
嶋田泉太郎君
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ハンセン病体験談

小鹿美佐雄様

国立駿河療養所 
駿河会会長

　ハンセン病の病原菌は1873年にノルウェーの
ハンセン氏によって発見されました。感染力の
極めて弱い菌であり、免疫系の働きが十分でな
い幼児期に感染すれば発病の可能性はありますが、
成人ではその可能性が極めて少ないと言われて
います。ハンセン病はその症状が人目につきや
すい皮膚に出現し、顔・手足の変形や機能障害
を残すために不治の病と考えられ、人々に恐れ
られ、遺伝病と呼ばれ、患者はもとより、その
家族までが社会の偏見と差別に苦しめられました。
医学の進歩により、ハンセン病は治る病気となり、
他の疾患と同様に早期発見早期治療を行えば、
後遺症もなく完全に治癒する病気です。
　当時は国の政策でコレラやペストと同じよう
に扱われました。私が1950年に収容されたとき、
名古屋駅から「伝染病患者移送中につき一般の
者立ち入り禁止」と張り紙のある専用車両に乗
せられました。三島駅では改札口ではなく貨物
出し入れの場所からトラックの荷台に移されま
した。私が歩いた後を保健所職員が消毒してい
ました。実家、小学校にも消毒に来ました。そ
のような扱いが差別偏見を助長し、一般の人に

感染力が強いという誤った認識を植え付けました。
1943年にはアメリカで特効薬プロミンがつくられ、
戦後日本でも合成に成功しました。しかし隔離
政策は続き、昭和28年「らい予防法」が改正さ
れたときは逃走罪が追加されました。特別病棟
は独房であったり、職員不足を補うために入所
者に火葬の仕事までさせました。誤って入所を
強要された方もいます。
　人権の尊重と民主主義を掲げた憲法のもと、
平成７年度に「らい予防法の見直し検討会」の
報告を経て、平成８年約90年続いた「らい予防
法」が廃止され、同年４月１日から「らい予防
法廃止に関する法律」が施行され、入所者の人
権が回復されました。平成10年熊本地方裁判所
に元患者らが提起した「人間回復裁判」では「隔
離政策は違憲」と、国の責任を認めました。判
決が出る１ヶ月前後のマスコミのたび重なる報
道で、この問題がやっと日の目を見たと言えます。
　その後、厚労省や我々と協議会が作られ、今
年は桝添大臣が初めて出席しました。元患者は
2700人まで減少、平均年齢は81歳、毎年200人前
後が死亡、高齢化でより手が掛かるのに厚労省
は職員を毎年80人ほど削減しています。御殿場
市では療養所の将来構想を考える会が作られ、
水口さんが委員長、内海さんも委員で非常に心
強く感じています。場所が山の上で不便ですが
地元の人と関わって共存共栄できるように願っ
ています。


